
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された文書画像から基本成分の集合を抽出する基本成分抽出手段と、
　前記基本成分の集合に含まれる基本成分間の包含関係を用いて基本成分が文字成分に対
応するか否かを判定し、文字成分の集合を抽出する文字成分抽出手段と、
　前記文字成分の集合を用いて文字列を抽出する文字列抽出手段とを備え、
　前記文字成分抽出手段は、所定数以上の基本成分を含む基本成分

を、文字成分ではないと判定することを特徴とす
る文字列抽出装置。
【請求項２】
　前記文字列抽出手段により抽出された文字列の認識を行って、文字列の確信度を求める
文字列認識手段をさらに備え、前記文字成分抽出手段は、所定のしきい値以上の確信度を
持つ文字列に含まれる文字成分を真の文字成分であると判定し、該しきい値より小さい確
信度を持つ文字列に含まれる文字成分を文字成分ではないと判定して、新たな文字成分の
集合を抽出し、該文字列抽出手段は、該新たな文字成分の集合を用いて、再度、文字列を
抽出することを特徴とする請求項 記載の文字列抽出装置。
【請求項３】
　前記文字成分抽出手段と文字列抽出手段は、新たな文字成分の集合の抽出と文字列の再
抽出を複数回繰り返すことを特徴とする請求項 記載の文字列抽出装置。
【請求項４】
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、および、所定数以上
の基本成分と重なり合っている基本成分

１

２



　前記基本成分抽出手段は、前記文書画像として多階調画像が入力されたとき、該多階調
画像において所定の範囲の階調レベルを持つ画素の連結成分を求め、該連結成分および該
連結成分の外接図形のうち少なくとも一方を基本成分として抽出することを特徴とする請
求項 記載の文字列抽出装置。
【請求項５】
　前記基本成分抽出手段は、前記文書画像としてカラー画像が入力されたとき、該カラー
画像において所定の範囲の色情報を持つ画素の連結成分を求め、該連結成分および該連結
成分の外接図形のうち少なくとも一方を基本成分として抽出することを特徴とする請求項

記載の文字列抽出装置。
【請求項６】
　前記基本成分抽出手段は、前記文書画像として多階調画像が入力されたとき、該多階調
画像において所定の範囲の階調レベルを持つ画素の連結成分を求め、該連結成分の外接図
形に含まれる画像を二値化して二値画像を生成し、得られた二値画像における画素連結成
分および該画素連結成分の外接図形のうち少なくとも一方を基本成分として抽出すること
を特徴とする請求項 記載の文字列抽出装置。
【請求項７】
　前記基本成分抽出手段は、前記文書画像としてカラー画像が入力されたとき、該カラー
画像において所定の範囲の色情報を持つ画素の連結成分を求め、該連結成分の外接図形に
含まれる画像を二値化して二値画像を生成し、得られた二値画像における画素連結成分お
よび該画素連結成分の外接図形のうち少なくとも一方を基本成分として抽出することを特
徴とする請求項 記載の文字列抽出装置。
【請求項８】
　前記基本成分抽出手段は、前記文書画像として多階調画像およびカラー画像のうちの一
方が入力されたとき、該文書画像のエッジ二値画像を生成し、得られたエッジ二値画像に
おけるエッジ連結成分を求め、該エッジ連結成分および該エッジ連結成分の外接図形のう
ち少なくとも一方を基本成分として抽出することを特徴とする請求項 記載の文
字列抽出装置。
【請求項９】
　前記基本成分抽出手段は、前記文書画像として多階調画像およびカラー画像のうちの一
方が入力されたとき、該文書画像のエッジ二値画像を生成し、得られたエッジ二値画像に
おけるエッジ連結成分を求め、該エッジ連結成分の外接図形に含まれる画像を二値化して
二値画像を生成し、得られた二値画像における画素連結成分および該画素連結成分の外接
図形のうち少なくとも一方を基本成分として抽出することを特徴とする請求項
記載の文字列抽出装置。
【請求項１０】
　入力された文書画像に含まれる文字成分の集合に基づいて文字列を抽出するコンピュー
タのためのプログラムを記録した記録媒体であって、
　前記文書画像から基本成分の集合を抽出するステップと、
　前記文書画像に含まれる基本成分間の包含関係を用いて基本成分が文字成分に対応する
か否かを判定するステップと、
　所定数以上の基本成分を含む基本成分を、文字成分ではないと判定するステップと、
　判定結果に基づいて前記文字成分の集合を抽出するステップと、
　前記文字成分の集合を用いて文字列を抽出するステップと
　
　

　
を含む処理を前記コンピュータに実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読
み取り可能な記録媒体。
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２または３

２または３

２または３

２または３

２または３

２または３

、
抽出された文字列の認識を行って文字列の確信度を求めるステップと、
所定のしきい値以上の確信度を持つ文字列に含まれる文字成分を真の文字成分であると

判定し、該しきい値より小さい確信度を持つ文字列に含まれる文字成分を文字成分ではな
いと判定して、新たな文字成分の集合を抽出するステップと、

前記新たな文字成分の集合を用いて、再度、文字列を抽出するステップと



【請求項１１】
　入力された文書画像から基本成分の集合を抽出し、
　前記基本成分の集合に含まれる基本成分間の包含関係を用いて基本成分が文字成分に対
応するか否かを判定し、
　所定数以上の基本成分を含む基本成分を、文字成分ではないと判定し、
　判定結果に基づいて文字成分の集合を抽出し、
　前記文字成分の集合を用いて文字列を抽出
　
　

　
ことを特徴とする文字列抽出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文書画像に含まれる文字、図形等の情報の基本成分に基づいて、文書画像か
ら文字列を抽出する文字列抽出装置およびその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　文書画像における文字列パターンは、１つ以上の文字パターンの並びに対応し、文字パ
ターンは、任意の言語の文字、記号等のパターンに対応する。文字列抽出装置は、文書画
像を入力とし、文書画像中の文字列パターンを抽出して、後段の文字コード化処理あるい
は検索処理に提供する装置である。現在、二値文書画像を入力とする文字列抽出装置が製
品として存在している。
【０００３】
　また、近年、情報共有のための文書管理システムが注目されており、構造を持った電子
化文書、構造を持たない生の画像文書、紙に記録された文書のような様々な文書の一元管
理の仕組みが求められている。
【０００４】
　そこで、構造を持たない画像文書や紙文書も含めた検索可能化技術として、文書画像か
ら情報検索のためのテキスト情報を抽出する文字列抽出装置に対する期待が高まってきた
。特に、写真を含むグレースケール文書やカラー文書が増加しているため、これらの文書
から高精度に文字列を抽出する技術の必要性が増大している。
【０００５】
　このような要求に応えるため、汎用性があり、様々な情報が混在した文書を扱うことが
可能な文字列抽出技術がいくつか提案されている。これらの技術では、文書構造の先見的
知識を必要とせず、図と文章領域の混在、文章の横書きと縦書きの混在、図中の文字列の
抽出等が視野に入れられている。それらのうち代表的なものを次に説明することにする。
【０００６】
　ただし、画像のぼかしを用いる方法、黒画素の投影分布を用いる方法、および局所領域
の画像特徴を用いる方法は、段組の入り組んだ文字列や図中の文字列の抽出には適さない
ため、除外した。
【０００７】
　従来の文字列抽出技術は、文字の一部または全部を表す画像パターンである文字成分の
集合を何らかの方法で抽出し、その文字成分の大きさの同質性や相互の近接姓を用いて、
文字成分の部分集合としての文字列を抽出するといったような、基本的考え方に基づいて
いる。この場合、文字成分抽出の精度が文字列抽出の精度に大きな影響を与える。従来の
文字成分抽出方法としては、以下のようなものがある。
【０００８】
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し、
抽出された文字列の認識を行って文字列の確信度を求め、
所定のしきい値以上の確信度を持つ文字列に含まれる文字成分を真の文字成分であると

判定し、該しきい値より小さい確信度を持つ文字列に含まれる文字成分を文字成分ではな
いと判定して、新たな文字成分の集合を抽出し、

前記新たな文字成分の集合を用いて、再度、文字列を抽出する



　文字成分抽出の第１の考え方は、文字、図形等の一部または全部を表す画像パターンで
ある基本成分の集合を文書画像から何らかの方法で抽出し、その基本成分を大きさ・形状
により分類して、文字成分のみ抽出することである。
【０００９】
　例えば、公開特許公報の特開昭６１－０７２３７４（文字認識装置）および特開昭６１
－０２６１５０（文書画像ファイル登録検索装置）では、文書画像中の文字の大きさがほ
ぼ一定であるという前提を用いて、文字成分の抽出を行っている。
【００１０】
　また、特開昭６２－１６５２８４（文字列抽出方式）および特開平０９－１６７２３３
（画像処理方法および画像処理装置）では、二値画像における黒画素連結成分の外接矩形
を基本成分とし、大きさが一定値以下の基本成分を文字成分とみなして抽出している。
また、特開平０６－１１１０６０（光学的文字読取装置）では、カラー画像の色ごとの連
結成分を基本成分とし、大きさが一定値以下の基本成分を文字成分とみなして抽出し、カ
ラー画像中の文字列抽出を可能としている。
【００１１】
　また、文字成分抽出の第２の考え方は、基本成分あるいは基本成分の集合から構成され
る文字列候補を文字認識あるいは文字列認識して得られた確信度を用いて、基本成分の集
合を文字成分とそうでないものとに分類することである。
例えば、特開平０５－０２８３０５（画像認識装置および認識方法）では、基本成分の近
接性により文字列候補を生成し、文字認識結果の評価値により文字列らしいもののみを残
して、基本成分の抽出ひいては文字列の抽出を行っている。
【００１２】
　また、上述した第１および第２の考え方を併せ持つ方法も提案されている。例えば、特
開平０７－１６８９１１（文書認識装置）では、黒画素連結成分の外接矩形を基本成分と
し、基本成分を大きさ・縦横比により文字候補・図形候補・罫線候補・画像候補に分類し
ている。そして、文字候補を文字認識して得られた確信度が低い場合には、それを画像候
補に変更し、図形候補を文字認識して得られた確信度が高い場合には、それを文字候補に
変更して、文字成分を抽出している。
【００１３】
　しかしながら、このような従来の文字列抽出技術では文字成分抽出の精度が充分ではな
く、結果として文字列抽出自身の精度も充分ではないという問題がある。
　第１の考え方では、文字と図形のように異なる種類の情報に対応する基本成分が同じ程
度の大きさを持つ場合に、文字成分抽出に失敗し、結果的に文字列抽出にも失敗してしま
う。このため、抽出精度が充分でなくなる。
【００１４】
　第２の考え方では、このような場合でも、文字認識あるいは文字列認識を行うことによ
り、文字成分とそうでないものを区別できる可能性が高くなる。しかし、現在の文字認識
技術の水準では、文字認識結果の確信度自身の信頼性がそれほど高くはない。
【００１５】
　このため、高い信頼度で文字成分であると判定するための確信度のしきい値は、高い信
頼度で文字成分ではないと判定するための確信度のしきい値と大きく異なる値に設定せざ
るを得ない。その結果、２つのしきい値の中間的な確信度を持つ基本成分に対する判定が
困難となり、強引に文字成分である／文字成分ではないと判定した場合に、文字成分抽出
の精度が充分でなくなる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明の課題は、文書画像に含まれる基本成分を用いて、より正確に文字列を抽出する
文字列抽出装置およびその方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
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【００１７】
　図１は、本発明の文字列抽出装置の原理図である。図１の文字列抽出装置は、基本成分
抽出手段１、文字成分抽出手段２、および文字列抽出手段３を備える。基本成分抽出手段
１は、入力された文書画像から基本成分の集合を抽出する。文字成分抽出手段２は、基本
成分の集合に含まれる基本成分間の包含関係を用いて基本成分が文字成分に対応するか否
かを判定し、文字成分の集合を抽出する。文字列抽出手段３は、文字成分の集合を用いて
文字列を抽出する。
【００１８】
　文書画像として、二値画像、多階調画像、カラー画像等が入力されると、基本成分抽出
手段１は、画素連結成分、画素連結成分の外接矩形等を基本成分として抽出する。次に、
文字成分抽出手段２は、抽出された基本成分間の包含関係を用いて、各基本成分が文字成
分に対応するか否かを判定し、文字成分であると判定された基本成分の集合を文字成分の
集合として抽出する。そして、文字列抽出手段３は、抽出された文字成分の集合から文字
列に対応する文字成分を抽出する。
【００１９】
　文字成分抽出手段２が用いる基本成分間の包含関係とは、文書画像内においてある基本
成分が他の基本成分の内側に含まれるか、外側にあるか、他の基本成分と重なり合ってい
るか等の２次元的な位置関係を表す。
【００２０】
　文字成分抽出手段２は、例えば、所定数以上の基本成分を含む基本成分や、所定数以上
の基本成分と重なり合っている基本成分や、何らかの方法により文字成分であると判定さ
れた基本成分を１つでも含むような基本成分は、文字成分ではないと判定する。
【００２１】
　このように、基本成分の大きさ・形状、文字認識結果の確信度等だけでなく、基本成分
間の包含関係も判定基準として用いることで、従来は正しく判定できなかった基本成分を
も正しく判定することができる。したがって、文字成分抽出の精度ひいては文字列抽出の
精度が向上する。
【００２２】
　本発明の別の文字列抽出装置は、基本成分抽出手段１、文字成分抽出手段２、文字列抽
出手段３、および文字認識手段を備える。基本成分抽出手段１は、入力された文書画像か
ら基本成分の集合を抽出する。文字認識手段は、基本成分抽出手段１により抽出された基
本成分の文字認識を行う。文字成分抽出手段２は、基本成分の集合に含まれる基本成分間
の包含関係を用いて基本成分が文字成分に対応するか否かを判定し、文字成分の集合を抽
出する。このとき、文字成分抽出手段２は、

基本成分を、文字成分ではないと判定する
。文字列抽出手段３は、文字成分の集合を用いて文字列を抽出する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施の形態を詳細に説明する。
　本実施形態においては、二値画像における黒画素連結成分の集合あるいはカラー画像に
おける同一色画素の連結成分の集合のように、何らかの方法で得られた基本成分の集合に
対して、基本成分間の包含関係を用いて文字成分であるか否かの判定を行う。そして、判
定結果に基づいて文字成分の集合を抽出し、文字成分の集合から文字列を抽出する。
【００２４】
　図２は、このような文字列抽出装置の構成図である。図２の文字列抽出装置は、基本成
分抽出部１１、文字成分抽出部１２、および文字列抽出部１３を備える。
　基本成分抽出部１１は、入力された文書画像から基本成分の集合を抽出する。文字成分
抽出部１２は、基本成分の集合を入力とし、基本成分間の包含関係を用いて各基本成分が
文字成分であるか否かを判定し、文字成分を抽出する。また、文字列抽出部１３は、例え
ば、文字成分の同質性あるいは近接性に基づいて、文字列に対応する文字成分の部分集合
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所定数以上の基本成分を含む基本成分、およ
び、所定数以上の基本成分と重なり合っている



を求める。
【００２５】
　基本成分には、文字成分、図形成分等が含まれる。文字成分は、文字の一部または全部
を表す画像パターンであり、図形成分は、図形、写真、表等の一部または全部を表す画像
パターンである。
【００２６】
　例えば、図３のような二値画像において、黒画素連結成分の外接矩形を基本成分として
採用し、図形２１の外接矩形２２と、文字“あ”、“い”、“う”、“え”、“お”の外
接矩形２３、２４、２５、２６、２７が抽出されたとする。この場合、外接矩形２２は図
形成分に対応し、外接矩形２３、２４、２５、２６、２７は文字成分に対応するが、基本
成分抽出部１１は、これらを区別せずに、ともに基本成分として抽出する。
【００２７】
　また、基本成分間の包含関係とは、文書画像内においてある基本成分が他の基本成分の
内側に含まれるか、外側にあるか、他の基本成分と重なり合っているか等の２次元的な位
置関係を表す。
【００２８】
　例えば、図４に示すように、基本成分２８が多くの他の基本成分を内側に含んでいる場
合、基本成分２８は図形成分に対応する可能性が高い。そこで、このような場合、文字成
分抽出部１２は、基本成分２８を文字成分ではないと判定する。
【００２９】
　また、図５に示すように、基本成分２９が多くの他の基本成分３０、３１、３２、３３
と重なり合っている場合、基本成分２９は図形成分に対応する可能性が高い。そこで、こ
のような場合、文字成分抽出部１２は、基本成分２９を文字成分ではないと判定する。
【００３０】
　また、図３に示したように、基本成分が文字成分を含む場合、その基本成分は図形成分
に対応する可能性が高い。そこで、文字成分抽出部１２は、あらかじめ何らかの方法で文
字成分と判定された基本成分を１つ以上含む基本成分を、文字成分ではないと判定する。
【００３１】
　図６は、このような文字成分抽出処理のフローチャートである。文字成分抽出部１２は
、まず、基本成分の集合から１つの基本成分を取り出し（ステップＳ１）、それが所定数
以上の基本成分を含むか否かをチェックする（ステップＳ２）。そして、その基本成分が
所定数以上の基本成分を含んでいれば、それを文字成分の候補から除外する（ステップＳ
７）。
【００３２】
　基本成分が所定数以上の基本成分を含んでいなければ、次に、それが所定数以上の基本
成分と重なり合っているか否かをチェックする（ステップＳ３）。そして、その基本成分
が所定数以上の基本成分と重なり合っていれば、それを文字成分の候補から除外する（ス
テップＳ７）。
【００３３】
　基本成分が所定数以上の基本成分と重なり合っていなければ、次に、それが１つ以上の
文字成分を含むか否かをチェックする（ステップＳ４）。そして、その基本成分が文字成
分を含んでいれば、それを文字成分の候補から除外する（ステップＳ７）。
【００３４】
　基本成分が文字成分の候補から除外された場合、あるいはステップＳ４において基本成
分が文字成分を含んでいない場合、判定対象となる次の基本成分があるか否かをチェック
する（ステップＳ５）。次の基本成分があれば、その基本成分についてステップＳ１以降
の処理を繰り返す。
【００３５】
　そして、次の基本成分がなくなると、文字成分の候補として残された基本成分の集合か
ら、任意の方法により文字成分の集合を抽出して（ステップＳ６）、処理を終了する。
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ステップＳ４の判定を行うために、例えば、各基本成分をあらかじめ文字認識しておくこ
とが考えられる。この場合、入力された基本成分は、高い信頼度で文字成分であると判定
されたものとそうでないものとに分類される。
【００３６】
　図７は、このような文字成分抽出処理を行う構成を示している。文字成分抽出部１２は
、入力された基本成分の集合を文字認識部４１に渡し、認識結果を受け取る。認識結果に
は、認識された文字の種類を表す情報と、認識処理の確信度とが含まれる。
【００３７】
　文字成分抽出部１２は、所定のしきい値以上の確信度を持つ基本成分を文字成分である
と判定し、判定結果を用いてステップＳ４の判定を行う。このとき、ステップＳ４の判定
精度を高めるため、確信度のしきい値として比較的厳しい値を用いることにする。
【００３８】
　ところで、文字成分を含む基本成分が文字成分に対応する場合も有り得る。例えば、図
８に示す文字“話”の画像の場合、“話”の外接矩形５１は、“話”を構成する６つの部
分の外接矩形５２、５３、５４、５５、５６、５７を含んでいる。このうち、外接矩形５
２～５５は文字“一”に対応し、外接矩形５６は文字“口”に対応し、外接矩形５７は文
字“舌”に対応する。この場合、ステップＳ４の判定によれば、外接矩形５１は文字成分
ではないと判定されてしまう。
【００３９】
　そこで、基本成分が“一”、“口”等の単純な文字に対応する文字成分を含む場合、そ
の基本成分を文字成分の候補から除外しない等の例外処理を付加することが望ましい。基
本成分が単純な文字に対応するかどうかは、文字認識等によりチェックすることができる
。あるいは、基本成分に含まれる文字成分の大きさに対する基本成分の大きさの比率を求
め、それが所定値以上の場合に、基本成分を文字成分ではないと判定してもよい。
【００４０】
　また、あらかじめ文字成分の判定を行う方法としては、公開特許公報の特開昭６１－０
２６１４９（文書画像ファイル登録検索装置）に開示されている方法を用いることもでき
る。この方法によれば、黒画素数と黒ラン（連続して一列に配置された黒画素）の連結数
を用いて、文字ストローク領域が識別される。
【００４１】
　ステップＳ６の文字成分抽出においては、基本成分の大きさ・形状、あるいは文字認識
結果の確信度等を判定基準として文字成分であるか否かが判定され、文字成分と判定され
たものが次の文字列抽出処理に出力される。
【００４２】
　従来の文字成分抽出処理ではステップＳ６の処理のみが行われていたが、本実施形態で
は、基本成分間の包含関係も判定基準として活用している。このため、従来は正しく判定
できなかった基本成分をも正しく判定することができ、文字成分抽出の精度ひいては文字
列抽出の精度を向上させることができる。
【００４３】
　こうして文字成分が抽出されると、文字列抽出部１３は、例えば、先願の特願平１０－
１４６９２６（文書画像認識装置および文書画像認識プログラムの記憶媒体）に開示され
た方法を用いて、文字成分の集合から文字列を抽出する。この方法では、文字成分の大き
さ・間隔が類似していることを表す同質性や、文字成分の大きさに比較して文字成分間の
距離が小さいことを表す近接性に基づいて、文字列としての信頼度が評価される。さらに
、文字成分の色等の他の性質に関する同質性を用いて、文字列としての信頼度を評価して
もよい。
【００４４】
　このように、大きさ、間隔、色等が互いに類似している文字成分や、互いに近接してい
る文字成分は、同じ文字列に属する文字を表しているものとみなされ、これらの文字成分
の集合は１つの文字列として出力される。
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【００４５】
　また、文字成分抽出部１２と文字列抽出部１３が相互に作用することで、文字列抽出の
精度をさらに向上させることも可能である。この場合、文字列抽出装置は、文字列認識の
確信度が高い文字列に含まれる文字成分のみを真の文字成分であるとみなし、それ以外の
文字列に含まれる文字成分を文字成分ではないと判定し直して、再度、文字列抽出を行う
。
【００４６】
　図９は、このような文字列抽出処理を行う構成を示している。文字成分抽出部１２は、
入力された基本成分の集合を文字認識部４１に渡し、上述したような認識結果を受け取る
。そして、所定のしきい値以上の確信度を持つ基本成分を文字成分であると判定し、判定
結果を用いてステップＳ４の判定を行う。
【００４７】
　文字列抽出部１３は、図１０に示すような文字列抽出処理を行う。文字列抽出部１３は
、まず、文字成分抽出部１２から文字成分の集合を受け取り、文字成分の同質性や近接性
に基づいて文字列を抽出する（ステップＳ１１）。そして、文字列抽出の結果得られた文
字列集合を文字列認識部６１に渡し、認識結果を受け取る（ステップＳ１２）。
【００４８】
　このとき、文字列認識部６１は、文字認識、文字列認識等を行って、認識された文字列
を表す情報と認識処理の確信度とを、認識結果として文字列抽出部１３に返す。
　次に、文字列抽出部１３は、所定のしきい値以上の確信度を持つ文字列を抽出し、それ
らに含まれる文字成分を選択して、文字成分抽出部１２に渡す（ステップＳ１３）。
【００４９】
　文字成分抽出部１２は、例えば、文字列抽出部１３から受け取った文字成分を真の文字
成分であると判定し、それ以外の文字成分を文字成分ではないと判定する。そして、新た
な文字成分の集合を生成して、再度、文字列抽出部１３に出力する。これを受けて、文字
列抽出部１３は、新たな文字成分の集合から文字列を抽出し（ステップＳ１４）、処理を
終了する。
【００５０】
　このように、文字成分抽出部１２と文字列抽出部１３が相互に作用して文字列抽出を繰
り返すことにより、文字成分抽出および文字列抽出の精度が向上する。例えば、１回目の
文字列抽出において順位の低かった候補を、２回目の文字列抽出において文字列と判定す
ることができるようになる。ここでは、文字列抽出を２回行っているが、同様にして、こ
れを３回以上繰り返してもよい。
【００５１】
　次に、図１１から図１６までを参照しながら、図２の基本成分抽出部１１の構成につい
て説明する。
　図１１の基本成分抽出部は、連結成分抽出部７１を含む。文書画像として二値画像が入
力されたとき、連結成分抽出部７１は、入力画像から黒画素連結成分を抽出し、それを基
本成分として出力する。また、グレースケール文書のような多階調画像が入力されたとき
、入力画像から画素レベルがほぼ同一である画素の連結成分を抽出し、それを基本成分と
して出力する。また、カラー文書のようなカラー画像が入力されたとき、入力画像から色
がほぼ同一である画素の連結成分を抽出し、それを基本成分として出力する。
【００５２】
　多階調画像の場合は、例えば、あらかじめ画素の階調レベルを複数の範囲に分類してお
き、１つの範囲に属する階調レベルを持つ隣接画素を連結して、画素連結成分を生成すれ
ばよい。また、カラー画像の場合は、例えば、あらかじめ画素の色情報（ＲＧＢの値）を
複数の範囲に分類しておき、１つの範囲に属する色情報を持つ隣接画素を連結して、画素
連結成分を生成すればよい。
【００５３】
　このような基本成分抽出部によれば、二値画像だけでなく、多階調画像あるいはカラー
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画像からも基本成分を抽出することができ、これらの文書画像から文字列を抽出すること
ができる。
【００５４】
　図１２の基本成分抽出部は、連結成分抽出部７１と外接矩形生成部７２を含む。連結成
分抽出部７１の処理については、図１１の場合と同様である。外接矩形生成部７２は、入
力された画素連結成分に外接する矩形を生成し、それを基本成分として出力する。
【００５５】
　外接矩形の形状は画素連結成分の形状より簡略化されているため、基本成分間の包含関
係のチェックがより簡単になり、文字成分抽出、文字列抽出等の後処理が高速化される。
外接矩形の代わりに、他の多角形、円、楕円等の任意の外接図形を用いることもできる。
【００５６】
　図１３の基本成分抽出部は、連結成分抽出部７１、外接矩形生成部７２、および二値画
像生成部７３を含む。連結成分抽出部７１と外接矩形生成部７２の処理については、図１
２の場合と同様である。二値画像生成部７３は、入力された外接矩形に含まれる多階調画
像あるいはカラー画像を二値化して二値画像を生成し、連結成分抽出部７１に出力する。
【００５７】
　二値画像生成部７３は、例えば、先願の特願平１０－３５３０４５（カラー文書画像認
識装置）に開示された方法を用いて、多階調画像あるいはカラー画像から二値画像を生成
する。この方法では、各画素の明度成分が所定のしきい値で二値化され、描画領域に対応
する値と背景領域に対応する値のいずれか一方を持つ画素から構成される二値画像が生成
される。
【００５８】
　連結成分抽出部７１は、入力された二値画像から同じ値を持つ画素の連結成分を抽出し
、それを基本成分として出力する。あるいは、外接矩形生成部７２が、得られた画素連結
成分の外接矩形を生成し、それを基本成分として出力することもできる。
【００５９】
　このような基本成分抽出部によれば、多階調画像あるいはカラー画像の基本成分に対応
する部分が二値化された後に基本成分が抽出されるため、より精密に基本成分を抽出する
ことができる。
【００６０】
　図１４の基本成分抽出部は、二値画像生成部７４と連結成分抽出部７５を含む。二値画
像生成部７４は、入力された多階調画像あるいはカラー画像からエッジ二値画像を生成し
、連結成分抽出部７５は、エッジ二値画像から同じ値を持つ画素の連結成分（エッジ連結
成分）を抽出し、それを基本成分として出力する。
【００６１】
　二値画像生成部７４は、例えば、上述の特願平１０－３５３０４５に開示された方法を
用いて、多階調画像あるいはカラー画像からエッジ二値画像を生成する。この方法では、
エッジ抽出処理によりエッジ強度画像あるいはエッジ方向画像が生成され、得られた画像
が所定のしきい値で二値化されて、エッジ二値画像が生成される。エッジ抽出処理には、
ソーベルフィルタ、ラプラシアンフィルタ等が用いられる。
【００６２】
　このような基本成分抽出部によれば、エッジ抽出により多階調画像あるいはカラー画像
の描画領域の輪郭が抽出されるため、より精密に基本成分を抽出することができる。
　図１５の基本成分抽出部は、二値画像生成部７４、連結成分抽出部７５、および外接矩
形生成部７２を含む。二値画像生成部７４と連結成分抽出部７５の処理については、図１
４の場合と同様である。外接矩形生成部７２は、入力されたエッジ連結成分に外接する矩
形を生成し、それを基本成分として出力する。
【００６３】
　図１６の基本成分抽出部は、二値画像生成部７４、連結成分抽出部７５、外接矩形生成
部７２、および二値画像生成部７３を含む。二値画像生成部７４、連結成分抽出部７５、
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および外接矩形生成部７２の処理については、図１５の場合と同様である。二値画像生成
部７３は、入力された外接矩形に含まれる多階調画像あるいはカラー画像を二値化して二
値画像を生成し、連結成分抽出部７５に出力する。
【００６４】
　連結成分抽出部７１は、入力された二値画像から同じ値を持つ画素の連結成分を抽出し
、それを基本成分として出力する。あるいは、外接矩形生成部７２が、得られた画素連結
成分の外接矩形を生成し、それを基本成分として出力することもできる。
【００６５】
　このように、図１１から図１６に示した基本成分抽出部によれば、文書画像として多階
調画像あるいはカラー画像が入力された場合でも、基本成分を抽出することができ、それ
に基づいて文字成分および文字列を抽出することができる。
【００６６】
　特に、図１６の基本成分抽出部と図７の構成を組み合わせれば、二値化により得られる
精密な基本成分に対して文字認識が行われ、認識結果に基づいて基本成分間の包含関係が
チェックされるため、より高精度な文字成分抽出および文字列抽出が可能となる。また、
図１６の基本成分抽出部と図９の構成を組み合わせれば、文字成分抽出部と文字列抽出部
の相互作用により、さらに高精度な文字成分抽出および文字列抽出が可能となる。
【００６７】
　ところで、上述した文字列抽出装置は、図１７に示すような情報処理装置（コンピュー
タ）を用いて構成することができる。図１７の情報処理装置は、ＣＰＵ（中央処理装置）
８１、メモリ８８、入力装置８３、出力装置８４、外部記憶装置８５、媒体駆動装置８６
、およびネットワーク接続装置８７を備え、それらはバス８８により互いに接続されてい
る。
【００６８】
　メモリ８２は、例えば、ＲＯＭ（ read only memory）、ＲＡＭ（ random access memory
）等を含み、処理に用いられるプログラムとデータを格納する。ＣＰＵ８１は、メモリ８
２を利用してプログラムを実行することにより、必要な処理を行う。
【００６９】
　この場合、図２の基本成分抽出部１１、文字成分抽出部１２、文字列抽出部１３、図７
の文字認識部４１、および図９の文字列認識部６１は、メモリ８２に格納されたプログラ
ムに対応するソフトウエアコンポーネントとして実装される。
【００７０】
　入力装置８３は、例えば、キーボード、ポインティングデバイス、タッチパネル等であ
り、ユーザからの指示や情報の入力に用いられる。出力装置８４は、例えば、ディスプレ
イ、プリンタ、スピーカ等であり、ユーザへの問い合わせや処理結果の出力に用いられる
。
【００７１】
　外部記憶装置８５は、例えば、磁気ディスク装置、光ディスク装置、光磁気ディスク（
magneto-optical disk）装置等である。情報処理装置は、この外部記憶装置８５に、上述
のプログラムとデータを保存しておき、必要に応じて、それらをメモリ８２にロードして
使用することができる。
【００７２】
　媒体駆動装置８６は、可搬記録媒体８９を駆動し、その記録内容にアクセスする。可搬
記録媒体８９としては、メモリカード、フロッピーディスク、ＣＤ－ＲＯＭ（ compact di
sk read only memory ）、光ディスク、光磁気ディスク等、任意のコンピュータ読み取り
可能な記録媒体が用いられる。ユーザは、この可搬記録媒体８９に上述のプログラムとデ
ータを格納しておき、必要に応じて、それらをメモリ８２にロードして使用することがで
きる。
【００７３】
　ネットワーク接続装置８７は、ＬＡＮ（ local area network）等の任意のネットワーク
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（回線）を介して外部の装置と通信し、通信に伴うデータ変換を行う。情報処理装置は、
必要に応じて、ネットワーク接続装置８７を介して上述のプログラムとデータを外部の装
置から受け取り、それらをメモリ８２にロードして使用することができる。
【００７４】
　図１８は、図１７の情報処理装置にプログラムとデータを供給することのできるコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体を示している。可搬記録媒体８９や外部のデータベース９
０に保存されたプログラムとデータは、メモリ８２にロードされる。そして、ＣＰＵ８１
は、そのデータを用いてそのプログラムを実行し、必要な処理を行う。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明によれば、文書画像の基本成分が文字成分であるか否かの判定において、従来は
正しく判定できなかった基本成分をも正しく判定することができ、文字成分抽出の精度ひ
いては文字列抽出の精度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の文字列抽出装置の原理図である。
【図２】文字列抽出装置の構成図である。
【図３】文字成分と図形成分を示す図である。
【図４】基本成分を含む基本成分を示す図である。
【図５】互いに重なり合う基本成分を示す図である。
【図６】文字成分抽出処理のフローチャートである。
【図７】文字認識に基づく文字成分抽出を示す図である。
【図８】文字成分を含む文字成分を示す図である。
【図９】文字列認識に基づく文字列抽出を示す図である。
【図１０】文字列抽出処理のフローチャートである。
【図１１】第１の基本成分抽出部を示す図である。
【図１２】第２の基本成分抽出部を示す図である。
【図１３】第３の基本成分抽出部を示す図である。
【図１４】第４の基本成分抽出部を示す図である。
【図１５】第５の基本成分抽出部を示す図である。
【図１６】第６の基本成分抽出部を示す図である。
【図１７】情報処理装置の構成図である。
【図１８】記録媒体を示す図である。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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